
様式６ 

会 議 録 

会議の名称 桶川市立桶川東中学校 第４回学校運営協議会 

開催日時    令和７年１２月９日（火） 

（開会）   １０：３０    （閉会）：１２：１５ 

開催場所 桶川東中学校 会議室 

出席者氏名（委員） 野頭 國郎 委員、中村 文雄 委員、上 佐良 委員、吉田 康宏 委員、 

山平 しのぶ 委員、清水 雅一 委員 校長 吉田 由紀恵 

欠席者氏名（委員） 山平 米男 委員、村山 隆之 委員、植田 光 委員 

傍聴者    ０名 

議題 （１）部活動について 

（２）完全下校時刻について 

（３）校則改正について 

（４）学校の役割について 

 

協 

 

議 

 

等 

 

要 

 

旨 

協議結果 意見の概要 

（１） 部活動について 

・廃部規程を設けていく予定。 

・先生方の負担にならない方法を考えてい

かなければならない。 

・部員と指導者について、適正な数を維持し

ていく必要がある。 

・部活動の地域移行との兼ね合いを考える必

要がある。 

・競技未経験の教員が担当になる負担が心配 

・部活動の強い学校に人気が集まる傾向があ

る。部活動を理由に指定校を変更するのは疑

問が残る。 

・クラブチームの有無が競技によって異なる

ため、機会が不平等に感じる。 

・部活動の目的と存在意義が時代とともに変

化してきている。 

（２）完全下校時刻について 

・教職員の心身の健康を維持するため、完全

下校時刻を前倒していく必要がある。 

・地域の力を活用できるとよい。 

・部活動時間を前倒しする工夫が必要。 

・教職員の長時間労働が問題となっている。 

・教職員の勤務時間について、様々な意見が

ある。 

・東中独自の特色あるものを CSで作りたい。 

・完全下校時刻は年間を通して均一にしてみ

てはどうか。 

（３）校則改正について 

・校則を時代に合わせていく必要がある。 

・基準を設定するのは難しい。 

・ある程度、規定を設ける必要はある。 

 

・靴下は無地に限定しているが、ワンポイン

トくらい良いのではないか。 

・校則が時代に合っていないのではないか。 

・ツーブロックの髪型は何故禁止なのか。 

 （４）学校の役割について 

・学びの場が多様化しているが、学校でしか

・不登校の問題など、様々な問題がある。 

・学校応援団や学校運営協議会について、各



できないことを考えていく必要がある。 学校長がイニシアチブをとってほしい。 

・ 

配付資料 （１）第４回学校運営協議会次第 

（２）桶川市立小・中学校の夏季休業期間の変更について 

（３）桶川市立小・中学校における盗撮防止等ガイドライン 

（４）盗撮防止にかかる定期点検票 

（５）桶川東中学校学校だより 

（６）令和７年度桶川東中学校  部活動指導計画 

（７）（生徒会）提案書 

（８）令和８年度 桶川市立中学校 設置予定部 一覧 

 

様式６ 

会 議 録（記載例） 

会議の名称 ○○学校 第〇回学校運営協議会 

開催日時    年  月  日（  ） 

（開会）   ：      （閉会）   ： 

開催場所 ○○学校 ○○室 

出席者氏名（委員） ○○ ○○委員、○○ ○○委員、○○ ○○委員、 

○○ ○○委員、○○ ○○委員、○○ ○○委員、 

○○ ○○委員、○○ ○○委員、○○ ○○委員、 

校長 ○○ ○○ 

欠席者氏名（委員） ○○ ○○委員 

 

傍聴者    ○○名 

議題 （１）委員長、副委員長の選出について 

（２）学校運営の基本方針の承認について 

（３）年間の活動計画について 

 

 

協 

 

議 

 

等 

 

要 

 

旨 

協議結果 意見の概要 

（１） 委員長 ○○ ○○ 

副委員長 ○○ ○○ 

   事務局 ○○ ○○、○○ ○○ 

 

・会長の役割について確認。 

・事務局については、学校職員と地域住民と

で連携しながら進める。 

・開催については通知とＨＰ両方で確認す

る。 

（２） 承認 

  ・学校運営の基本方針について、重点と

する課題についての共通理解が図れ

た。 

・ＨＰや便りで、家庭・地域へ周知をしてい

きたい。 

・地域を巻き込んだ取り組みにしたい。 

・安全については登下校だけでなく、地域で



取り組める方策を考えたい。 

（３）校長の示す年間の計画について、おお

むね了承。細かい日程調整は校長と会

長で行うこととなった。 

 

・会議以外の学校行事にも参加させてもらい

たい。 

・支援の活動を行う際の部会は別に行う。 

・既存の組織との連携は随時行う。 

配付資料 （１）学校運営の基本方針に関する資料 

（２）学校運営協議会年間活動計画（案） 

（３）学校運営協議会組織図（案）連携のイメージマップ（案） 

 

 


